
この広報誌は、社協会費・共同募金配分金・善意寄付の一部を使って発行しています。

　真庭市社協では、地域での支えあい活動やボラン
ティア活動を行っている福祉団体を応援するため、
「地域福祉活動団体助成」事業を実施しています。
　この事業は、市内の地域福祉活動の充実を目的に、
皆様から寄せられた善意銀行の寄付金を財源として
行っています。
　令和４年度は、ボランティア団体、障がい者・障が
い児支援団体、子育て支援団体の計10団体へ助成し
ており、真庭市内の福祉活動へ活用されています。

　蒜山地域にお住まいの入園までのお子さんと、その
お母さん同士の交流を目的に、月に２回子育てサロン
活動を行っています。
　クリスマスやハロウィンなどの季節ごとのイベント
や、親子での工作教室、お母さん向けのヨガ講座など季
節に合わせた行事を行っています。
　いただいた助成金は、機関誌の発行費や工作に使う
材料代、講師代の一部などにも使わせてもらっています。
　子育て中のお母さんがおられましたら、気軽にご参
加ください。
【問い合わせ先】
真庭市社協八束支所　電話（0867）66-7151

令和4年度助成団体「子育て応援隊」　長綱晶子さん
ながつな   あきこ

まにわまにわ
社協だより 20222022

月号月号1212

地域福祉活動団体助成 募集中！

令和4年12月1日（木）～令和5年1月6日（金）

募集期間

1団体あたり上限額　25万円

助成金額

【問い合わせ先】  真庭市社協本所　地域福祉課
電話（0867）42-1005  FAX（0867）42-2263

令和5年度に次の事業を行うための必要経費
■高齢者や障がい者の自立、社会参加を支援する事業
■子育て中の親などを支援する事業
■要援護者を援助する事業

対象となる事業・経費

次の要件を全て満たす団体及びNPO法人
■真庭市内で福祉活動を行っていること、または福祉
活動を行うことを目的とした団体の設立を計画して
いること
■規約を有し、予算、決算、事業計画及び事業報告が明
確なこと
■政治活動、宗教活動及び営利等を目的としないこと
■原則、市からの補助金や委託事業を受けていないこと

助成対象団体

新聞紙を使って仲良くお絵かき☆

お母さんや友達と
リースづくりをしました

助成団体紹介

↑子育てサロン「子育て応援隊」（蒜山）のサロン活動の様子

皆さまからの善意が支え合いの財源となります皆さまからの善意が支え合いの財源となります 令和5年
度

地域福祉活動団体助成募集内容地域福祉活動団体助成募集内容



第　　212　　号 2022年（令和4年）12月１日真庭市社協だより

2

　真庭市社協では、すべての人が地域社会の中で幸せに安心した暮らしを送るこ
とができるよう、ひとりひとりが主体的に考え、行動し、他者と「ともに生きる」力を
育んでいくことを目的に、学校や地域で福祉学習を行っています。

地域での福祉教育の推進地域での福祉教育の推進

小・中学校での福祉学習の推進小・中学校での福祉学習の推進

学校で

　　職
場で

学校で

　　職
場で

　真庭市内の小・中学校では、様々な福祉学習を行っています。
　車イスや高齢者疑似体験セットを使った体験講座や、点字学習、講話、当事者や地域の福祉活動の担
い手との交流体験などを通して、地域の方々に関心を持ち、その方達とどのようなコミュニケーションが
とれると良いかを考え、ともに生きる地域づくりに目を向けるためのきっかけを作ります。

車イスに乗って段差などの移動を体験しまし
た（落合小学校）

点字板を使って実際に点字文を作成しました
（蒜山中学校）

愛育委員の高齢者部会研修で高齢者疑似体験
を行いました（勝山保健福祉センター）

サロンで社協の福祉サービスについて説明を
行いました（久世　常楽活き生きクラブ）

　真庭市社協では、地域住民や各種団体、企業などを対象とした福祉学習も行っています。
　地域内で行っている、ふれあい・いきいきサロンや各種研修会などで、目的に合わせた体験講座の実
施や講話、また真庭市社協が行っている地域福祉事業・福祉サービスの説明なども行います。
　お住いの地域や職場で体験講座・研修会を希望される場合は、お気軽に真庭市社協本所、支所へご
相談ください。
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典
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典
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典
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12月も募集を行っていますので、ご
協力よろしくお願いします。(写真は
提供品の一部）

心配ごと相談所（12月の予定）
北房（真庭市役所北房振興局）
落合（落合老人福祉センター）
久世（真庭市役所本庁舎）
勝山（勝山保健福祉センター）
美甘（真庭市役所美甘振興局）
湯原（湯原保健福祉センター）
中和（中和デイサービスセンター）

15日（木）
8日（木）
21日（水）
 2日（金）
13日（火）
15日（木）
9日（金）

電話 （0867）42－1005
FAX （0867）42－2263

※秘密は固く守られます。

9時～12時

9時～12時

13時～16時

どちらの相談所でも相談可能ですので、
ご利用ください。
※相談は無料です。予約は必要ありません。
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久世地域から
こんにちは！

川口直仁専門員
　11月17日（木）、くせ活き生きサロンで「外国
人ママさん交流会」を開催し、日本人を含む15
名の参加がありました。
　この交流会は、久世地区にお住いの外国人で
子育てをしている方を対象に、地域との関係づ
くりを行い、安心して地域で暮らしていけるこ
とを目的に実施しています。
　当日は、くせ活き生きサロンの坂根氏から、施
設の紹介や親子でできる体操を指導していただ
き、参加者も楽しみながら取り組んでいました。
また、子育てを経験した外国人の先輩お母さん
もお招きし、生活で大変だったことや困ったこ
と等をお話ししていただきました。
　今回が２回目の開催で、まだまだ参加者が少
ないです。
　今後も、広く参加を呼び掛けながら、地域の方

広報担当の
つぶやき

社協だより7月号表紙で紹介した交流会の芋ほりに先日お
邪魔しました。大きなサツマイモがたくさん取れましたよ！

真庭市社協HP

にも協力していただき、真庭市で安心した生活
ができるように取り組んでいきたいと思います。

参加者の声
・みんなで集まって幸せに感じることができた。
・交流と体操ができて、とても良い時間だと
感じた。

おしゃべりやボール体操で交流を深めました。おしゃべりやボール体操で交流を深めました。

　11月14日（月）、湯原ふれあいセンターで
地域福祉活動研修会を開催しました。
　この研修会は、小地域福祉活動の充実・活性
化を図ることを目的とし、地域で福祉活動に
取り組む地区社協関係者や地域福祉推進委員、
真庭市社協の役・職員など45名が参加しました。
　二川ふれあい地域づくり委員会の会長の遠
藤正明さんが地域での実践発表を行った後、
社協職員が地域助けあい事業の進捗状況を報
告しました。
　二川地域の人口減少による空き家や高齢者
の交通手段の課題に対して、市役所等関係機
関と連携し、ニーズ調査を行い取り組んだ実
践に参加者は熱心に耳を傾けていました。

参加者の声

・高齢化率の高い地域での取り組みが分か
り、今後の活動の参考になりました。
・地域住民が思いを共有し、地域ぐるみで
活動をされていることが参考になりました。

研修報告


